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▽令和元年度第２回全視連理事会・センター総会 

 

表記理事会が来る 11月８日（金）視聴覚・放

送教育全国大会１日目のパナソニックセンター

東京において開催される。 

▽第２回全国視聴覚教育連盟理事会 

期日：11 月８日（金） 

時間：15:30～16:00 

会場：パナソニックセンター東京 

 
 

 

内容： 

・第 1号議案 令和元年度事業経過報告書（案）

について 

・第２号議案 令和元年度中間決算報告書（案）

について 

・その他 

 

▽全国公立視聴覚センター連絡協議会総会 

期日：会場については上記理事会と同一会場 

時間：16:00～16:30 

内容： 

・平成 30年度事業報告書（案）並びに収支決算

報告書（案） 

・令和元年度事業経過報告書（案）及び中間決算

報告書（案） 

・役員選任 

・その他



2 

 

                                             

▽講師派遣事業 群馬県教育メディア指導者養成講座 

 

令和元年度の全視連の講師派遣事業を活用し

て、全視連講師の立見康彦氏（群馬大学教育学部

大学院教育学科研究科客員教授）の講演が標記研

修会において実施されました。 

１．日時 ７月 31 日（水）13:30～16:30 

２．主催 群馬県視聴覚ライブラリー連絡協議会 

３．会場 群馬県生涯学習センター 

４．参加者 県内におけるＩＣＴ教育を振興する

ための中核的な指導者 17 名 

５．講師 立見康彦氏（群馬大学教育学部大学院

教育学科研究科客員教授） 

６．講演 

①講義「視聴覚教育メディア総論」 

 

視聴覚教育歴史から今後果たすべき使命と現

代的な課題まで、視聴覚教育メディアの全体につ

いての説明や、高度化・多様化するメディアの種

類やその特徴についての解説があり、メディアの

活用において注意すべき点なども説明。 

②講義・実習「16 ミリ映写操作技術認定講座」 

16 ミリ映写機の特徴や活用方法、そして各部

の名称や操作方法についての説明があり、操作方

法を学んだ後、３つの班に分かれ、時間をかけて

映 写機操作の実習を行った。 

７．参加者の感想 

「視聴覚センターで資料を借りて、16 ミリ映写

会を開きたい」、「わかりやすく実践的な内容で良

かった」など、高い評価を得た。

 

 

                                             

▽Ｈ30 年度 全視連研究プロジェクト「地域メディアセンター事業事例」報告書 

 

全視連の専門委員からなる「地域メディアセン

ター構想研究部会」では、平成３０年度、地域に

おける学びに役立つメディアサービスを充実さ

せていくために、視聴覚センター・ライブラリー

機能をどうリフレッシュさせるかの調査研究を

実施した。 

報告書では「事例編」として５名の委員が執筆者

となり、「メディアを学ぶ」「メディアを創る」「メ

ディアを送る」「メディアを使う」というテーマ

に沿って執筆した。本時報では今後「１岩手県」

「２千葉県」「３栃木県」「４仙台市」「５新潟県」

の順で事例を紹介する。 

＜事例 3＞栃木県視聴覚教育連盟の取組 

～「自作視聴覚教材コンクール」と「集まれ！メディアの仲間たち」について～ 

 

 

自作視聴覚教材コンクール募集要項 



3 

 

●栃木県自作視聴覚教材コンクール 

１．取組のねらい 

インターネット等を通した各種映像コンテンツ

の利用は急速に進み、学校教育のみならず社会教

育の場でも、その積極的な活用が図られている。

そして、撮影機器や動画編集ソフト等の機能も充

実してきており、動画制作が身近なものとなって

きている。そのため、インターネット上にはたく

さんの動画が配信されており、学習に活用できる

ものも多数存在している。しかしながら、歴史や

文化、伝統などの地域素材を題材にした教材とな

ると、目にする機会は決して多くない。そこで、

地域素材を題材とした教材、さらには学習者の実

態に応じたきめ細かな教材を募集しコンクール

を開催することで、本県視聴覚教育の振興に寄与

することを期待している。 

２．取組の概要 

 当コンクールは、本連盟と栃木県教育委員会の

共催で実施しており、今回で 31回目となる。歴

史や文化、豊かな自然等の地域素材を題材にした

教材、学習者の実態に応じたきめ細かい教材の必

要性から、地域やふるさとへの感動や新たな発見、

郷土愛、想いを教材として制作した作品を募集し

ている。 

 当コンクールはＮＨＫ宇都宮放送局並びにと

ちぎテレビの後援を受けており、審査会では両局

から審査員の協力をいただいている。また、宇都

宮メディア・アーツ専門学校、県学校視聴覚教育

連絡協議会からも審査員の協力をいただいてい

る。 

３．取組の成果 

作品制作に充てる時間を十分に確保するねらい

から、今回は募集期間を７月中旬から１月上旬ま

での約半年間とした。それにより、高等学校の放

送部が長期休業期間を生かして取材等を行った

り、一般の方が年末年始を生かして編集を行った

りできたことで、応募点数増につなげることがで

きた。 

社会教育部門では団体部門において地域ビデオ

クラブからの応募が、個人部門では新たな応募者

からの応募が複数あった。また、学校教育部門で

は県立高等学校放送部からの応募が複数あった。

地域の史跡や伝統芸能を取り上げた作品、趣味を

生かした作品、地域活動や人権教育をテーマにし

た作品など、多彩な作品が集まった。 

 審査会は、１月中旬に予備審査会、２月上旬に

本審査会を実施した。予備審査会においては全応

募作品を審査し、本審査を行うにふさわしい作品

であるかを判断した。本審査会では、予備審査会

を通過した７作品を審査した。「企画と表現」「制

作の技法」について評価し、総合して採点を行い、

協議により入賞作品を決定した。 

表彰式での入賞作品視聴 

県民の日イベントでの入賞作品上映会 

本審査会の様子 
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なお、審査会後は表彰式を開催した。表彰式は応

募者全員に案内をし、入賞者のみならず選外応募

者も出席できるようにしている。表彰式のなかで

入賞作品を視聴したり、審査員代表から講評をい

ただいたりしていることから、次回の作品作りに

向けての参考に、と参加する応募者もいる。 

４．今後の可能性 

 コンクール入賞作品は、県視聴覚ライブラリー

にて所蔵・貸出しし、作品の活用を図っている。

また、県民の日イベント等で入賞作品を上映し、

作品とコンクールの周知も図っている。 

作品制作をとおして「ふるさと」を見つめ、考え

ることにより郷土理解をより一層深めること、そ

して入賞作品の教材としての有効性を学校教

育・社会教育それぞれの場に向けて広報し、活用

を啓発していくことにより、本県生涯学習推進の

３つの視点の一つである「愛着や誇りを育む生涯

学習」の振興を図っていきたい。 

 

●集まれ！メディアの仲間たち 

１．取組のねらい 

 今日、社会における情報通信技術環境の整備が

進み、インターネットを始めモバイルメディア等

の普及によるメディア利用が多様化している。ま

た、機器やソフトウェアの機能も充実してきてお

り、以前は高度な、そして専門的な技術が求めら

れていたような作業に、一般の方でも取り組める

ような環境が整ってきている。 

 そのような技術の進歩が見られるなか、メディ

アの活用面においては、多くの可能性を含んでい

るように思われる。例えば、パソコンでワープロ

ソフトを使用することを例に挙げると、ただ文字

を入力した文書と、文字の配置を工夫したり適切

な絵や図を挿入したりした文書では、出来映えに

違いが出る。そこで、様々な機能に触れるような

学びの機会を提供することにより、受講者のスキ

ルアップを期待している。本講座は、パソコンを

活用し、図形作図機能や動画編集関連のメディア

に触れ、そのスキルアップを図ること、そして、

視聴覚メディアに対する関心を高めることを目

的として実施している。 

 

２．取組の概要 

本講座は、「とちぎ教育の日」生涯学習フェステ

ィバルに合わせて実施している。今年度の演習内

容は、「Word でお絵かき ステンドグラスを描

こう」と「お気に入りの写真や動画を使って、オ

リジナル映像を作ろう」の２つであった。講座時

間は、どちらも昼食休憩を挟んでの４時間通した。 

「Word でお絵かき」講座では、Word2016 の

作図機能を使い、配置や重なりを工夫しながら図

を組合せ、ブドウの描かれたステンドグラスを仕

上げた。本講座の講師は栃木県メディアボランテ

ィア。当連盟の事務局がある栃木県総合教育セン

ターで平成 13年に実施したＩＴ講習会を修了し

た方たちを中心に組織され、本講座だけでなく、

県や各市町でのパソコン講座において講師を務

めるなど、精力的に活動してくれている。 

 「オリジナル映像作成」講座では、持参した写

真や動画、音楽を生かし、オリジナル映像を編集

した。Adobe Premiere Elements を用い、画像

の切り替わりの効果や拡大縮小、音楽の使い方な

ど、工夫を凝らしながら映像を制作した。本講座

は、県内の専門学校で放送・映像・音響科を担任

されている先生に講師を依頼した。 

 

 

集まれ！メディアの仲間たち 開催要項 
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３．取組の成果 

 どちらの講座にも、県内各地からの応募があっ

た。また、年代も小学生から高齢者まで、幅広い

方の参加があった。 

こういった講座に初めて参加した方、パソコン操

作自体不慣れだという方の参加もあったが、どち

らの講座とも、受講者の満足度は高かった。アン

ケートの記述でも、Word を初めて使用した方か

らは「ていねいに教えていただき、少し分かった

気がします」とあったり、オリジナル映像作成に

参加した小学生が「できるか不安だったが、やっ

てみて、できるんだ！と分かってうれしい」と述

べたりしていることから、ねらいでもある「様々

な機能に触れる学習機会の提供」をとおして受講

者のスキルアップを図ることができたと考える。 

４．今後の可能性 

今回「Word でお絵かき」講座の講師を務めた栃

木県メディアボランティアは、県総合教育センタ

ーを会場に年８回の自主講座を開催している。ま

た、メンバーは在住市町でも各種活動に積極的に

取り組んでいることから、生涯学習の観点に立ち、

こういった方たちの活躍の場の提供を更に推進

していきたいと考える。また、一般県民のメディ

アに関する学習機会を今後も継続していくとと

もに、受講した方たちを新たな活躍の場へ誘導す

る視点も持ち合わせていたいと考える。こういっ

た学びの機会がその場限りにならないよう、事務

局としても策を講じていく必要があると考える。 

●まとめ 

技術進歩によるハード面・ソフト面の開発や進歩

はめざましく、それにより視聴覚教育の置かれて

いる状況も多様化しているように感じられる。さ

らには、組織改編等により、視聴覚ライブラリー

や担当職員の配置等、各ライブラリーの状況も多

様化している。そのような中ではあるが、連盟の

ねらいでもある各ライブラリーとの連絡協調を

図るとともに、それぞれの活動を促進していきな

がら、栃木県の視聴覚教育の振興を図るべく、今

後も事業を実施していきたい。 

 

 

＜執筆者：栃木県視聴覚教育連盟事務局（栃木県

総合教育センター生涯学習部）社会教育主事   

𥱋 真也＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「オリジナル映像作成」の様子 

「Word でお絵かき」の様子 
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▽専門委員だより「始まりは、映画から」 

新潟県阿賀町立上川小学校校長（全視連副専門委員長） 丸山 裕輔 

 

『OKUAGA』…手塚眞監督の制作映画です。

お聞きしたお話によると、新潟大学映画倶楽部の

学生さんが阿賀町を舞台に映画を作る際に、手塚

眞監督に監修のお願いをしました。手塚監督ご自

身も大変阿賀町を気に入られ、自らこの映画を制

作されました。舞台となった阿賀町で上映会と監

督のトークショーがあり、幸いにも映画を鑑賞し

お話をお聴きすることができました。奥阿賀の幽

玄なイメージを電子音響とダンサーの身体の動

きで表現された映画に、とても感動しました。土

地と自然、ダンスを融合させた地域創生型作品と

唱われていました。 

『OKUAGA』と同時上映された学生さんの映

画も見事で、大変感銘を受けました。若者の映画

にかける情熱が伝わり、阿賀町の素晴らしさも再

認識しました。 

今、子どもたちにデジタルカメラを持たせ、学

校並びに郷土のお気に入りの写真やショート・ム

ービーを撮影させる細やかな試みに、同僚ととも

に取り組んでいます。子どもたちの純粋な気持ち

で切り取る映像を私自身観るのが楽しみであり、

映像そのものが子どもたちの感性を育み、いろい

ろな人たちを魅了するものになっていけたらと

願っています。 

当校のある阿賀町の会場で、観ることのできた

『OKUAGA』や学生さんたちの映画作品。この

試みを始める契機となり、推進する力になってい

ます。

 

 

                                             

▽専門委員だより「千葉県総合教育センターの視聴覚教育に関する研修の紹介」 

千葉県総合教育センター研究指導主事（全視連専門委員） 小島 靖子 

 

千葉県総合教育センターは、教育に関する調査

研究及び教育関係の研修を行うとともに、千葉県

の教育の振興に資することを目的としている。カ

リキュラム開発部メディア教育担当は、情報教

育・視聴覚教育の振興に資するための調査研究、

並びに教材の収集、製作及び利用に関する事業を

行うために置かれており、県下にある市町村視聴

覚センター・ライブラリーと連携しながら、教材

提供、研修、教材製作等の活動の充実を図ってい

こうとするものである。 

 今年度６月から８月にかけて本センターで行

われた研修について紹介する。 

 

１ 視聴覚機器活用研修 

１６ミリ映写機の操作に関する講義と演習を

行う。研修修了者には、操作講習修了証ならびに

修了証書の交付を行っている。参加者は平成３０

年度９名、令和元年度１１名と少ないが、映写会

を開催する資格が持てるため受講者の満足度は

高い。 

 

２ ビデオカメラを用いた教材づくり研修 

 ビデオカメラの操作方法と撮影方法を学び、実

際に撮影した動画を編集して作品を制作する研

修。ビデオカメラの操作だけでなく、撮影技法を

演習の中で習得していく。（２日間実施）       

１日目はビデオカメラの操作から撮影までを行
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い、２日目はパソコンを用いての動画編集となる。

平成３０年度は１１名、令和元年度は１５名の参

加だった。研修内容・満足度ともに受講者の評価

が高い。 

 

３ メディア教育指導者研修 

 メディア教育の今日的な課題の講義とＩＣＴ

機器や教材の活用方法についての演習を2日間で

実施している。１日目は「理論編」としてメディ

ア教育と情報モラル教育、著作権法、青少年のネ

ット利用についての講義。２日目は「実践編」と

してNHK for Schoolの授業創造・テレビ会議シ

ステム活用の基礎知識と演習（ハングアウト、ス

カイプ）を行っており、２日間の受講者にはメデ

ィア教育指導者研修修了証を交付している。平成

３０年度は１２名、令和元年度は１３名の参加と

なった。理論だけでなく実技の時間も多くあるた

め、受講者の満足度が高く、活気のある研修であ

る。 

 

４ 研修を終えて 

 講師から 1人ずつ指導を受けられることがこ

れらの研修の利点である。一人ひとりが楽しめ、

充実した研修を今後も心掛けたい。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



8 

 

                                             

▽えすけーぷ 

 
今年から、個人の活動として小・中学生対象の

プログラミング学習の場を毎月 1 回継続的に開

催しています。これまでは仕事でプログラミング

講座の企画運営をしていましたが、期間や参加人

数の制約もなく、少人数で継続的にじっくりと取

り組んでいます。 

 小学校でのプログラミング教育にどのように

取り組むか、学校現場では様々な工夫が行われて

いますが、保護者の側もこれからどんなことが行

われるのか、我が子は大丈夫だろうか、と不安も

いっぱいです。私の活動は親子で参加していただ

くことで、保護者も理解を深め、我が子の興味関

心にも気づくことができる機会になっているた

め、楽しんで参加していただいています。 

 プログラミングを学ぶというと、scratchなど

の視覚的にわかりやすくプログラムを組める言

語で、ゲームを作るといった取り組みが多いよう

ですが、いわゆるロボットをプログラムで動かす

という取り組みも行われています。私は、マイク

ロコンピュータ micro:bit を使った車型ロボット

を組立てて、ブロックを使ってプログラムをかけ

る MakeCodeエディタを使って操作するという

方法をとっています。 

 実際に動く車を使って、どう動かすかという目

標を立て、そのためにどのようにプログラムを書

けばいいのかを考え、作成し、試して、修正して、

目標を達成できるように仕上げていくという流

れが、プログラミング的思考を身につけていく上

で効果があると思いますし、子どもたちも夢中に

なって取り組んでいます。 

 これからの社会を生きる、作っていく子どもた

ちは、これまでのようにこうすればいい、これを

やっていれば大丈夫という決まった道筋のない

社会を生きていかなければなりません。これまで

と違う生きる力を身につけていくためにもプロ

グラミング学習はとても大切なことです。視聴覚

センター・ライブラリーの活動においても、これ

からの社会に必要な力をつけられる取り組みと

いうことを意識して取り組んでいただけること

を期待しています。（TM） 

                                             

▽短信 「ｅスクール ステップアップ・キャンプ 2019 東日本大会」 

  (一財)日本視聴覚教育協会・日本視聴覚教具連

合会主催、文部科学省・神奈川県教育委員会共催

による表記研修会が、11 月 20日（木）に横浜

産貿ホール MARINERIA において開催される。 

【基調講演】 

「教育の情報化の最新動向」文部科学省初等中等教

育局情報教育・外国語教育課長／髙谷浩樹氏 

【パネルディスカッション】 

コーディネーター 

・奈良教育大学大学院教授／小柳和喜雄氏 

登壇者 

・文部科学省初等中等教育局情報教育・外国語教

育課教科調査官／鹿野利春氏 

・横浜市国立大学教職大学院教授／野中陽一氏 

・神奈川県教育委員会教育局総務室 ICT 推進担当

課長／柴田 功氏 

・つくば市立みどりの学園義務教育学校／毛利氏 

【事例発表】 

・小学校－報活用能力の育成やプログラミング教

育等 

・中学校－タブレット活用やプログラミング教育   

等 

・高等学校－BYODやクラウドサービスの活用等、

またポスターセッションも 

・特別支援学校－遠隔教育やタブレット活用、視

線入力装置の活用等 

●申込・詳細は下記まで。 

http://eschool.javea.or.jp/ 

 
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－  
全国視聴覚教育連盟  
〒105-0001 東京都港区虎ノ門 3-10-11 虎ノ門 PF ビル  
TEL：03-3431-2186／Fax：03-3431-2192 
HP：http://www.zenshi.jp/ 
Mail： info@zenshi .jp 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－  

http://eschool.javea.or.jp/
http://www.zenshi.jp/
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http://www.toei.co.jp/edu/ 

http://www.toei.co.jp/edu/

